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はじめに

北陸新幹線金沢駅の開業にともない、首都圏から加賀市に訪れる人は格段に増加す
るものと期待されています。今、私たちに求められているのは「ふるさと意識」や「お
もてなし意識」の高揚ではないでしょうか。

平成 25 年度より、加賀商工会議所及び山中商工会では各種団体と連携し、「加賀ふ
るさと検定・おもてなし事業」をスタートさせました。そのきっかけは、加賀商工会
議所の若い人たちで組織する青年部が、加賀市の市民政策提案に応募し、その第 1 号
として採択を受けたことでした。

第１回目のふるさと検定初級試験には、280 名に及ぶ市民の方々が受験されました。
この中には、職場でチームをつくりグループ受験をされた事業所や 1 学年全員で団体
受験をした高等学校もありました。87 歳の高齢で受験され見事合格バッジを手にさ
れた方もおられました。まさに老若男女、数多くの市民の方々がふるさとの歴史や文
化を意欲的に学び、検定試験にチャレンジされたのです。

今回、ふるさと検定を受験される方々のための参考書ともいうべき「学習帳」を文
化庁のご支援をいただくことで発刊することができました。学習帳は「歴史編」「自
然・動植物・民俗・文化財編」「産業・人物編」「地図・年表・模擬試験編」の 4 部に
分かれています。4 冊全てをひととおりお読みいただくことで、加賀市全体の歴史や
自然、産業などが理解できるようになっています。

是非とも、多くの市民の皆様方にこの学習帳をお読みいただき、その結果、ふるさ
とへの愛着と誇りがなおいっそう高まることを期待するものであります。

最後になりましたが、本書を作成するにあたり、ご多忙のところ短期間でご執筆い
ただきましたテキスト作成委員の皆様方に心から感謝を申し上げ、発刊にあたっての
ご挨拶とさせていただきます。

平成 26 年 8 月

加賀ふるさと検定・おもてなし講座実行委員会
会長　新家 康三（加賀商工会議所会頭）
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［凡　例］
①本書は、平成20年3月に加賀市教育委員会が作成した『加賀市歴史文化基本構想』の
普及版として、文化庁の「文化遺産を活かした地域活性化事業」の助成を受けて作成した
もので、加賀ふるさと検定のテキストにも活用するものである。

②本書は、第1部「歴史編」、第２部「自然・動植物・民俗・文化財編」、第3部「産業・
人物編」、第４部「地図・年表・模擬試験編」の4分冊となっており、4冊全体で加賀市の
歴史・自然・産業などを通覧することができるようになっている。

③本書第1部「歴史編」は、江沼地方史研究会に所属する山口隆治、伊林永幸、見附裕史、
田嶋正和の４名が執筆した。

④本文中の写真は、中村準一が撮影した。但し、一部の写真においては、『加賀市史』『大
聖寺町史』『片山津町史』『ふるさとの写真集加賀江沼』『加賀市の文化財』『加賀江沼人物
事典』などから転載したものもある。

⑤記述内容に特に表記がなければ、平成26年4月を基準としている。

⑥記述内容で諸説がある場合は、最も一般的と思われる説のみを記載しているが、その他
の説を否定するものではない。


